
第５節 管理栄養士、栄養士 

◎ポイント 

現状と課題 対策

　

　
・管理栄養士又は栄養士の確保
・人材の育成

・市町村の管理栄養士又は栄養士の配置は２８市町村中１７市
町村であり、人口１０万人当たり管理栄養士又は栄養士数は、
本県３．３７人。
・メタボリックシンドロームの概念の導入等新しい知見に基づ
く栄養指導が実施できるよう、資質の向上が必要。
・病院、診療所の管理栄養士又は栄養士数は、人口１０万人当
たり、本県２６．９人。
・個々の疾病に合わせた栄養管理や食事管理が重要であり、医
療分野の一員として、高度な知識や技術が必要。

＜現状と課題＞ 

○ 市町村の管理栄養士（※）又は栄養士は、住民の健康の保持増進を図るため、

栄養改善事業や生活習慣の改善に関する相談などを行うこととされています。 

○ 本県の平成 19年 7月 1日現在の管理栄養士又は栄養士の数は 30人です。 

現時点では、全ての市町村に配置されてはおらず、在宅の管理栄養士又は栄

養士を活用して業務を行っていることから、平成 20年度に施行される特定保

健指導の体制整備のため、全ての市町村において、管理栄養士等の職員を配置

する必要があります。 

○ 食生活や運動などの生活習慣は、地域により様々で健康課題も異なるため、

地域の実態に沿った取り組みが必要です。 

○ メタボリックシンドローム予防に着目した生活習慣病対策を推進していくた

め、行動変容を促す専門性の高い栄養指導が実施できるよう、資質の向上に引

き続き取り組む必要があります。 

 

 

［用語解説］ 

（※）管理栄養士 

  厚生労働大臣の免許を受けて、個人の身体の状況、栄養状態等に応じた高度の専門的知識

及び技術を要する健康の保持増進のための栄養指導等を行っています。 

（各年７月１日現在）

配置市町村数 配置率(%) 配置市町村数 配置率(%) 実数 人口１０万対 実数 人口１０万対

平成１５年 1,944 62.1 26 44.8 3,167 2.48 28 3.16

平成１６年 1,874 61.6 25 44.6 3,185 2.49 27 3.05

平成１７年 1,539 67.3 18 47.4 3,435 2.69 29 3.28

平成１８年 - - 15 51.7 - - 26 2.95

平成１９年 - - 17 60.7 - - 30 3.37

資料：健康増進課調

配置率：管理栄養士又は栄養士配置市町村数／全市町村数

市町村の管理栄養士又は栄養士数　（単位：人）　　　

全国 山梨全国 山梨

市町村の管理栄養士又は栄養士配置率



○ 本県における病院や診療所の管理栄養士及び栄養士は、平成 17年 10月 1日

現在 238人で、人口 10万人当たり 26.9人となっています。 

○ 病気の治療や再発防止、合併症の予防を目指し、食事の提供や栄養管理、栄

養指導を行っています。 

○ 個々の疾病に合わせた栄養管理や食事管理が重要であり、医師や他の医療従

事者とともに医療分野の一員として、高度な知識や技術が求められます。 

（平成１７年１０月１日現在）

病院 一般診療所 病院 一般診療所

従事者数（常勤換算数） 22208.6 6892.4 175.6 62.7

人口１０万対 17.38 5.39 19.85 7.09

１施設当たりの従事者数 2.46 0.07 2.88 0.10

資料：H17病院報告・医療施設調査

山梨県全国

病院、診療所等の管理栄養士又は栄養士数　　（単位：人）

 

 

 

＜対策＞ 

１ 管理栄養士又は栄養士の確保  

○各市町村への働きかけ 

生活習慣病予防のうち食生活の改善指導が効果的な対策の一つであることか

ら、保健指導従事者としての職員の役割は大であり、未配置市町村については、

その配置意義を示していきます。 

 

２ 人材の育成  

○研修会等を通じた人材の育成 

生活習慣病の予防や疾病の増悪予防に向けて、専門的な栄養指導を行うために、

管理栄養士等を対象とした研修会等を通じて、資質の向上を図っていきます。  

 

＜推進体制＞ 

 

都道府県（保健所）
栄養指導員（※） 専門的対人サービス

○専門的な栄養指導業務 住

○特定かつ多数の者に対して
継続的に食事を供給する施
設に対する必要な指導助言 身近な 民市町村

○市町村に対する連絡調整、 支援 ○栄養相談 ｻｰ ｽ対人 ビ
住民に対する栄養指導技術的協力、必要な援助 ○



［用語解説］ 

（※）栄養指導員 

医師又は管理栄養士の資格を有する都道府県、保健所を設置する市及び特別区の職員のう

ちから、知事の任命を受けて、住民の健康の増進を図るために必要な栄養指導の中で特に専

門的な知識及び技術を必要とする栄養指導や、特定かつ多数の者に対して継続的に食事を提

供する施設に対する栄養管理の実施について必要な指導及び助言を行っています。 

 


